
投資信託とは一言でいえば「投資家から集めたお金をひとつの大きな資金（ファンド）
としてまとめ、運用の専門家が株式や債券などに投資・運用する金融商品」です。

投資信託で運用するには仕組みを知ろう

■投資信託の特徴

分散投資投資対象はさまざま専門家が運用

お客さまの要望にあった商品を選択できる

投資家が少しずつ投資 元本

集まったお金

元本

収益

専門家(プロ)が
国内外の株式・債券などに

分散投資・運用

収益を投資家に還元

■投資信託の仕組み

将来のために運用しよう！と思っても実際、どこの会社の株に投資すればいいか、どこ
の国に投資すればいいかわからないという方が大半だと思います。

投資信託は投資家でお金を集めて、その集まったお金を専門家が国内外の株式や債券な
どのさまざまな投資対象に投資します。そしてその収益を投資家に還元します。

投資信託は株式や債券などの投資に必要な知識や手法を身に着けた運用の専門家が運用
します。また世界中の金融商品に投資し、さまざまな資産や銘柄を組み合わせることに
よって分散投資を行い、リスクを抑えることが可能です。
さまざまな商品からお客さまの要望に合わせた商品を選択することができます。

投資信託は、商品によって投資する対象がさまざまなので、投資信託のリスクやリター
ンの大きさもさまざまです。投資信託のリスクとリターンの程度を考え、自身の目的に
合った投資信託を選ぶことが大切です。


